
 

 

設立趣旨書 

 

 １ 趣旨 

近年、人々には秩序や思いやりの心が希薄で、自分の損得勘定のみで行動し、道徳心や相互扶助の精神

が低下していると思われます。 

物質的、環境的に豊になり、欲しいものが容易く手に入るようになった反面、学力やモラルの低下に加

え、引きこもりなどコミュニケーション能力の低下による人格形成のゆがみなども指摘されています。 

これらの問題に対し、地域や文化に根ざした多世代間の交流やまちづくりの活性化、人とのつながりを

大事にし、相互扶助や奉仕活動などを率先して行う人々の活躍できる情報や環境の提供が必要と考えま

す。 

これまで、姫路市の男女共同参画市民会議員の経験やセミナー、交流会などの開催を通じ個人的に活動

を続けて参りましたが、このまま個人的活動ではやがて近い将来、限界が生じると強く感じました。 

地域などとの連携を深め、より多くの方々や地域に活動を知ってもらうには、法人格の取得が必須との

考えにいたり、社会的な信用が高まり、事業目的も収益を目的としていないため、特定非営利活動法人

の設立が最適と考え、設立を決めた次第です。 

 

 ２ 申請に至るまでの経過 

平成 7 年 阪神淡路大震災の復旧工事に携わり、相互扶助、道徳心、奉仕精神の大切さを強く感じる。 

平成 15 年頃より、他業種・多世代間交流会を定期的に開催する。 

平成 16 年頃より、セミナー、勉強会などを主催し地域社会に貢献。 

平成 19 年頃より、フリーマーケットを定期的に開催し交流の場を設ける。 

平成 20 年 姫路市男女共同参画市民会議に参加。 

平成 22 年頃より、個人活動での限界点を考え、法人化を含め今後を模索する。 

平成 23 年初頭、特定非営利活動法人の設立を決意し、具体的活動内容を検討。 

平成 23 年中旬、特定非営利活動法人の会員、役員を募る。 

平成 23 年 10 月、特定非営利活動法人設立に向け、準備会を発足、総会の準備に入る。 

 

現在に至る 
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 平成  年  月  日 

 

                  特定非営利活動法人            

                   設立代表者  

                    住所又は居所 

                                                 

                    氏 名              印 

 


